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【議案第１号】令和５年度宮崎県一般会計補正予算（第３号）

１ 予算議案

○歳出予算課別集計表（教育委員会）

【単位：千円】

会計 所 属 補正額 補正前の額 補正後の額

一

般

会

計

教 育 政 策 課 0 3,185,869 3,185,869

財 務 福 利 課 155,384 5,393,588 5,548,972

高 校 教 育 課 0 3,668,457 3,668,457

義 務 教 育 課 0 132,903 132,903

特 別 支 援 教 育 課 0 602,353 602,353

教 職 員 課 0 88,206,060 88,206,060

生 涯 学 習 課 0 705,141 705,141

ス ポ ー ツ 振 興 課 40,000 2,633,012 2,673,012

文 化 財 課 0 727,498 727,498

人 権 同 和 教 育 課 0 135,778 135,778

合 計 195,384 105,390,659 105,586,043

特
別
会
計

財 務 福 利 課
0 236,596 236,596

（ 県 立 学 校 実 習 事 業 ）
財 務 福 利 課

0 4,449,753 4,449,753
（ 育 英 資 金 ）

合 計 0 4,686,349 4,686,349

総 計 195,384 110,077,008 110,272,392
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【議案第1号】令和５年度宮崎県一般会計補正予算案（第３号）
（債務負担行為の追加・変更）

（１）債務負担行為（追加）

特別支援教育課、スポーツ振興課

事 項 期 間 限 度 額

（特別支援教育課）
県立特別支援学校整備費

（未来を創る！高等特別支援学校整備事業）

令和5年度から
令和6年度まで

千円

130,800

（２）債務負担行為（変更）

事 項 期 間 限 度 額

（スポーツ振興課）
練習環境整備事業

（ライフル射撃競技場大規模改修工事）

令和5年度から
令和6年度まで

変更前 変更後

千円

236,368

千円

371,785

１ 予算議案
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令和５年度　９月補正 　　　　　歳出予算説明資料（課別総括表）　　財務福利課
（単位：千円）

財務福利課

一般会計

特別会計

県立学校実習事業特別会計

育英資金特別会計 3,588,750 3,830,0250 0 0 0 4,449,753 4,449,753

238,010 238,9370 0 0 0 236,596 236,596

3,826,760 4,068,9620 0 0 0 4,686,349 4,686,349

4,913,280 5,075,690155,384 0 0 155,384 5,393,588 5,548,972

8,740,040 9,144,652155,384 0 0 155,384 10,079,937 10,235,321

その他特定 一般財源

会　　　　　計

令和５年度 令和４年度

補正額
財　源　内　訳

補正前の額 補正後の額 当初予算額 最終予算額
国庫支出金

１ 予算議案
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（単位：千円）

（会計）

（款）

（項）

（目）

（事項）

（説明） 教育財産の修繕、維持管理等に要する経費（県有施設の緊急改修に伴う補正）

 1　営繕費
( 1)　一般営繕費
( 2)　指定営繕費

 ｱ　県立学校普通教室等空調設備整備事業 93,434

2,463,046 2,285,292 2,133,924

155,384
61,950
93,434

維持管理費 155,384 0 0 155,384 2,307,662

2,296,755事務局費 155,384 0 0 155,384 2,473,821 2,629,205 2,458,278

2,725,215 2,555,584 2,392,149教育総務費 155,384 0 0 155,384 2,569,831

4,791,301教育費 155,384 0 0 155,384 5,300,888 5,456,272 4,820,580

5,548,972 4,913,280 5,075,690一般会計 155,384 0 0 155,384 5,393,588

当初予算額 最終予算額
国庫支出金 その他特定 一般財源

会計、　科目、　事項

令和５年度 令和４年度

補　正　額
財　源　内　訳

補正前の額 補正後の額

１ 予算議案
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県立高校等において和式便器の洋式化及び老朽化した空調設備の更新を行い、学校施設の環境改善を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① トイレの洋式化 ６１，９５０千円
対象：２６校 計１７７基

② 空調設備の更新 ９３，４３４千円
対象：３１校 ３４室
保健室や図書室など生徒が使用する室の空調設備のうち、

設置後２０年を経過したものについて緊急に更新を行う。

⑵ 事業の仕組み
県が実施

⑶ 成果指標
トイレの洋式化率（生徒用） 現状（令和４年度末） ６４．０％ → 令和５年度末 約７０％

事業の概要

県立高校等環境改善事業

令和５年度事業の期間

財務福利課 １５５，３８４千円
【財源：一般財源】

１ 予算議案
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令和５年度　９月補正 　　　　　歳出予算説明資料（課別総括表）　　スポーツ振興課
（単位：千円）

スポーツ振興課

一般会計 2,355,641 2,190,93340,000 0 0 40,000 2,633,012 2,673,012

2,355,641 2,190,93340,000 0 0 40,000 2,633,012 2,673,012

国庫支出金 その他特定 一般財源

会　　　　　計

令和５年度 令和４年度

補正額
財　源　内　訳

補正前の額 補正後の額 当初予算額 最終予算額

１ 予算議案
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（単位：千円）

（会計）

（款）

（項）

（目）

（事項）

（説明） 県営スポーツ施設の管理運営に要する経費（県有施設の緊急補修に伴う補正）

 1　施設・整備費
( 1)　運動公園施設改修事業

407,169 312,294 310,621

40,000
40,000

スポーツ施設管理費 40,000 0 0 40,000 367,169

730,389保健体育総務費 40,000 0 0 40,000 820,587 860,587 765,622

2,673,012 2,355,641 2,190,933保健体育費 40,000 0 0 40,000 2,633,012

2,190,933教育費 40,000 0 0 40,000 2,633,012 2,673,012 2,355,641

2,673,012 2,355,641 2,190,933一般会計 40,000 0 0 40,000 2,633,012

当初予算額 最終予算額
国庫支出金 その他特定 一般財源

会計、　科目、　事項

令和５年度 令和４年度

補　正　額
財　源　内　訳

補正前の額 補正後の額

１ 予算議案
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プロスポーツキャンプ等の受入れや施設利用者の安全性を確保するため、県有スポーツ施設の環境を整備
し、「スポーツランドみやざき」の推進に不可欠な中核施設としての機能を維持する。

事業の目的

⑴ 事業内容
県有スポーツ施設の設備等の改修
・サンマリンスタジアムスコアボード
・サンマリンスタジアムトイレ 等

⑵ 事業の仕組み
県が実施

⑶ 補正理由
施設の老朽化等に伴い、キャンプの受入体制の整備や観客を含む利用者の安全性を確保するために

緊急的に対策を講じる必要があり、その施設設備の改修に係る増額

⑷ 成果指標
県外からのキャンプ・合宿延べ参加者数
現状（令和３年度）１２８，５７８人 → 令和７年度 ２２５，０００人

事業の概要

県有スポーツ施設環境整備事業

令和５年度事業の期間

スポーツ振興課 ４０，０００千円
【財源：一般財源】

１ 予算議案
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⑵ 家庭教育を支援するための施策の実績（令和４年度）について
生涯学習課

① 報告の根拠
宮崎県家庭教育支援条例（平成28年３月23日条例第34号）

第18条（年次報告）
知事は、家庭教育を支援するための施策を取りまとめるとともに、

その実績について、毎年度、議会に報告し、公表するものとする。

② 報告の内容
令和４年度に実施した施策の実績（別添報告書及び概要）

第11条から第16条に示された６つの条文に沿って整理している。

第11条（親になるための学びの支援）
第12条（親としての学びの支援）
第13条（多様な家庭環境に配慮した支援及び関係者間の連携強化）
第14条（人材の養成等）
第15条（相談体制の整備、充実等）
第16条（広報及び啓発）

２ 報告事項
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令和４年度に実施した施策の実績（概要）
１ 条文ごとの主な事業 

本県の家庭教育を支援するため、20 課・室 53 事業（内再掲 16）に取り組んだ。主な事業は次のとおりである。 
 

（１）  親になるための学びの支援（第 11 条）～５課５事業 

○  生涯学習課「県民みんなで家庭教育応援事業」 

小学生高学年から高校生を対象に将来親世代となった時に、必要なことや大切なことを学ぶ「みやざき家庭教育サポートプログラム」を実施（全 114 件中 

６件、受講者計 193 名) 

○  健康増進課「健やか妊娠サポート事業」 

中学生、高校生等を対象に性に関する正しい知識を伝え、命の大切さやライフプラン等を考える機会に、ピアカウンセリング事業を 16 校（中学校 15 校、 

高校 1 校）、健康教育を 62 校（中学校 44 校、高校 15 校、大学等 3 校）実施 
 

（２）  親としての学びの支援（第 12 条）～４課４事業（内再掲２） 

○  生涯学習課「県民みんなで家庭教育応援事業」 

幼児や小・中学生の子どもを持つ保護者を対象に「みやざき家庭教育サポートプログラム」を実施（全 114 件中 81 件、受講者計 2,022 名） 

○ こども家庭課「乳児家庭全戸訪問事業」 

17 市町が本事業を活用し、育児に関する不安や悩みの傾聴・相談、子育て支援に関する情報提供、乳児及びその保護者の心身の様子及び養育環境の 

把握（合計 5,773 件）、関係機関との連絡調整等を実施 
 

（３） 多様な家庭環境に配慮した支援及び関係者間の連携強化（第 13 条）～９課・室 14 事業（内再掲１） 

○  生涯学習課「地域と学校の絆を育む体制整備推進事業」 

地域全体で子どもの学びを支援する体制を整備するための事業並びに、地域学校協働活動に係る県民及び担当者向けの各種研修を実施 

○  人権同和教育課「みやざきの子どもを守る総合支援事業」 

県内に合計 20 名のスクールソーシャルワーカーを配置し、必要に応じて派遣 

県内 83 校の公立中学校にスクールカウンセラーを配置し、未配置の 40 校には必要に応じて派遣。小学校・高校にはエリア毎に配置し、必要に応じて派 

       遣 

２ 報告事項
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令和４年度に実施した施策の実績（概要）
（４）   人材の養成等（第 14 条）～４課４事業（内再掲３） 

○  生涯学習課「県民みんなで家庭教育応援事業」 

「みやざき家庭教育サポートプログラム」を普及するための推進役となるトレーナーを養成する「トレーナー養成研修会」（参加者35 名）や「トレーナース

キルアップ研修会」（参加者16 名）を実施 

○ 農業流通ブランド課「みやざき食の安全・県産県消推進事業」 

みやざきの食と農を考える県民会議の食育ティーチャー研修会・交流会（関連登録者 138 名） 

各支部において食育に携わる人材の交流と資質向上を図るための会議を５回、本部での研修会を 1 回実施 
 

（５）   相談体制の整備、充実等（第 15 条）～10 課13 事業（内再掲３） 

○ 生涯学習課「みやざき学び応援ネット」 

家庭教育相談機関として、「ふれあいコール（宮崎県教育研修センター）」「小児救急医療電話相談（宮崎県医師会）」などを生涯学習課のホームページ 

上で紹介 

○  教育政策課「電話相談事業」 

○  人権同和教育課「みやざきの子どもを守る総合支援事業」 

教育研修センター内の「ふれあいコール」（327 件）、及び「24 時間子供ＳＯＳダイヤル」（139 件）による教育相談を実施 
 

（６）   広報及び啓発（第 16 条）～９課13 事業（内再掲７） 

○  生涯学習課「みやざき学び応援ネット」 

ホームページで「みやざき家庭教育サポートプログラム」のプログラム冊子やリーフレットの更新及び研修会の案内 

○ 福祉保健課「子どもたちの夢・挑戦」応援事業 

「桜さく成長応援ガイド」を作成し、県内全中高生や関係機関へ７月初旬に冊子を発送 

２ 報告事項
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⑴ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告書について
１ 概要

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定により、教育委員会は、「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点
検及び評価」（以下「点検・評価」という。）を行い、その結果を議会に提出するとともに、公表することとされている。
「点検・評価」の内容としては、教育委員の活動状況をまとめるとともに、宮崎県教育振興基本計画の進行管理にも活用できるよう、
全ての施策を対象とした指標・実績等の評価・分析を行っている。

２ 「点検・評価」報告書・・・・別冊資料
－報告書の構成－
第１章 令和４年度の教育委員会会議及び教育委員の活動状況
第２章 令和４年度の各施策の状況
第３章 外部有識者の意見
第４章 総括

３ 作成経過及び今後の日程
３月～５月 令和４年度の取組について、事務局内での点検
６月 教育委員会での協議
７月 外部有識者会議の実施
８月 教育委員と事務局職員との協議
８月 教育委員会において令和５年度「点検・評価」を付議・決定
９月 県議会(常任委員会)に報告
10月 県ホームページ等で公表

４ 評価の基準

５ 評価結果
Ａ評価が３施策及び１つの重点取組、Ｂ評価が６施策及び２つの重点取組、Ｃ評価が６施策、Ｄ評価は該当なしであり、全体としては
一定の成果が出ている。成果や課題を踏まえ、新たに策定した県教育振興基本計画の具現化に向け、各施策の推進に取り組む必要があ
る。

段階 評価区分
Ａ 施策の取組が順調である。
Ｂ 施策の取組が概ね順調である。

Ｃ 施策の取組があまり順調でない。

Ｄ 施策の取組が順調でない。

教育政策課

３ その他報告事項
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施 策 施策の内容 評価

１ 生涯学習の推進
(1)生涯学習推進体制の充実
(2)社会教育の充実(3)家庭教育の充実

２ 地域と学校の連携・
協働の推進

(1)学校を核とした地域づくりの推進
(2)地域とともにある学校づくりの推進
(3)教育に関する県民意識の醸成

３ 読書県づくりの推進
(1)学校における読書活動の推進
(2)家庭・地域における読書活動の推進
(3)読書県づくりの推進体制の充実

４ 幼児期の教育の充実
(1)教育・保育内容の充実・支援
(2)子育て支援体制の充実
(3)小学校教育との円滑な接続の推進

５ 確かな学力を育む
教育の推進

(1)小・中学校の学力向上
(2)高等学校の学力向上
(3)教員の授業改善

６ 人権を尊重し豊かな
心を育む教育の推進

(1)人権教育の推進 (2)道徳教育の推進
(3)体験活動の充実 (4)文化芸術活動の充実

７ 特別支援教育の推進
(1)多様なニーズに対応した支援体制の充実
(2)特別支援教育に関する専門性の向上
(3)自立支援・就労支援の充実

８ 郷土を愛し地域社会
に参画する態度を育む
教育の推進

(1)学校における「ふるさと学習」の充実
(2)地域課題解決に参画する態度を育む教育の推進
(3)地域における「ふるさとに学ぶ活動」の推進

９ キャリア教育・職業
教育の推進

(1)縦の連携を重視したキャリア教育の推進
(2)地域と連携したキャリア教育の推進
(3)産業や医療・福祉を担う人材の育成
(4)高校生の就職支援の充実

10 社会の変化に対応
した多様な人財を育む
教育の推進

(1)グローバル化に対応した教育の推進
(2)科学技術教育の推進
(3)教育の情報化の推進(4)環境教育の推進

11 教職員の資質向上
と学校業務の改善

(1)優れた人材の確保
(2)専門性や社会性の向上のための研修の充実
(3)学校の機能を高めるための学校業務の改善

令和４年度実績 各施策と重点取組の評価結果一覧
施 策 施策の内容 評価

12 安全・安心な教
育環境の整備・充実

(1)学校安全体制の整備
(2)安全・安心な学校施設の整備
(3)実践的な防災教育等の推進
(4)いじめ及び不登校・高等学校等中途退学の防止

13 魅力ある多様な教
育の振興・支援

(1)公立小・中学校の教育環境の充実
(2)県立学校の教育環境の充実
(3)学校種間の連携・接続の推進
(4)修学支援の充実 (5)私立学校の振興
(6)高等教育環境の充実

14 文化の振興

(1)県民だれもが文化に親しむ機会の充実
(2)文化活動を支え育む環境の整備
(3)文化資源の保存・継承
(4)特色ある文化資源の活用
(5)全国的文化イベントの開催を契機とした文化力の向上

15 スポーツの推進

(1)スポーツ参画人口の拡大
(2)アスリートの育成 (3)学校体育の推進
(4)障がい者スポーツの推進
(5)スポーツによる地域活性化

重点取組 取組の内容 評価

１ いのちを大切にす
る教育の推進

(1)人権教育や仲間同士で支え合うピア・サポート活動
(2)SOSの出し方に関する教育
(3)性に関する教育やがん教育、食を通して「いのち」を考える食育
(4)動物とふれ合い「いのち」を実感する授業等の取組
(5)「いのち」を守る防災教育
(6)いじめ・不登校・高等学校等中途退学の防止

２ 地域と学校の連携・
協働による多様な活動
の充実

(1)地域や学校の実情や課題を踏まえ、地域の特色を生かした
多様な活動の展開
(2)学校を核とした地域づくりの推進
(3)地域とともにある学校づくりの推進

３ 学校における働き
方改革の推進

(1)教職員の事務作業負担の軽減
(2)教職員の勤務時間を意識した業務管理
(3)中学校・高等学校における部活動の在り方の見直し
(4)家庭・地域と連携した学校の役割の明確化

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

３ その他報告事項
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各施策及び重点取組の推進状況と評価について
施策１ 生涯学習の推進

一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｄ１ 日頃から生涯学習に取り組んでいる県民の割合

Ｃ２ 子どもが規則正しく生活できていると感じる保護者の割合 ｂ
ｂ３ みやざき家庭教育サポートプログラムを活用した講座数

施策２ 地域と学校の連携・協働の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標

ａ１ 学校が地域の意見も取り入れながら、地域と一緒に子どもを育てるための
取組を進めていると捉えている地域住民の割合

ｄ２ 地域社会との連携・協働にかかわって、学校の活動において地域人材の活
Ｂ用を行っている学校の割合

ａ３
保護者や地域住民による「学校関係者評価」を実施・公表し、開かれた学
校づくりに取り組んでいる学校の割合

ｄ４ アシスト企業の活用数

施策３ 読書県づくりの推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｄ１ 県内公立図書館の年間貸出総数
ｃ２ 読書好きな小中学生の割合

Ｃ小 ｃ
ｃ３ 小中高校生の１か月の平均読書冊数 中
ｃ高

×１００

施策４ 幼児期の教育の充実
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標

幼稚園・保育所・認定こども園の職員と小学校の教諭等が「幼児期の終わ

Ｂ
１ りまでに育ってほしい姿」を共有して意見交換や合同の研修会等を行って ｂ

いる幼児教育・保育関係施設の割合
ａ２ 子育てに関する不安感や負担感を感じている県民の割合

施策５ 確かな学力を育む教育の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標

全国学力・学習状況調査における
ｄ１ 本県の平均正答数（教科合計）

Ｃ全国の平均正答数（教科合計）
ａ２ 「資質・能力」育成関連の研修会等参加者数
ａ３ 全国学調・みやざき学調の問題や結果資料を十分に分析・活用している割合

施策６ 人権を尊重し豊かな心を育む教育の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ａ小
ａ１ 「自分にはよいところがある」と思う児童生徒の割合 中
ａ高
ａ小

Ａ２ 中「人権が尊重されている学校になっている」と思う児童生徒の割合 ａ
ａ高
ａ

道徳の授業以外で 「いのち」の尊さや大切さに関する授業（活動）、
小

ａ３ 中
や取組を行っている学校の割合 ａ高

ｃ４ 県が作成した道徳教育読み物資料を道徳の時間等で活用している割合

施策８ 郷土を愛し地域社会に参画する態度を育む教育の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｄ小
ｃ１ ふるさとが好きだと思う児童生徒の割合 中
ｄ高
ａ Ｂ２ ふるさと学習を教育課程に位置付けている割合

ａ３
ふるさと学習に関して、総合的な学習（探究）の時間等で地域の素材や人
材を活用した取組を行っている割合

ｂ４ 地域人材や産業界と連携・協働したキャリア教育に取り組んでいる学校の割合

施策９ キャリア教育・職業教育の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｄ１ 将来の夢や目標を持って職業や生き方を考えている中学3年生の割合
ａ２ 「ひなた場」参加校

Ｂ
３

地域人材や産業界等と連携・協働したキャリア教育に取り組んでいる学校 ｂ
の割合

ａ４ 県内就職率（県立高校）

施策７ 特別支援教育の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標

Ｃ
１ 特別支援学校高等部卒業生の就職率 ｄ

ｃ２ 高等学校で通級による指導を受けた生徒数

施策10 社会の変化に対応した多様な人財を育む教育の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ａ

児童生徒がＩＣＴ機器を授業や学習活動などで活用する場面を週に一
小

ａ１ 中
度以上設定している教職員の割合 ａ高

ａ
国際理解教育（国際教育）充実のための教育活動を推進している学校

小
Ａ２ 中

の割合
ａ
ａ高
ｄ３ サイエンスコンクールの作品応募総数（小学校・中学校・高等学校の合計）
ａ４ ＩＣＴ活用指導力に関する研修に参加した教員の割合
ａ５ 環境教育の推進指定校

３ その他報告事項
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施策13 魅力ある多様な教育の振興・支援
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｄ

一貫性のある教育推進のため異校種間の連携に取り組んでいる学校の
小

ｄ１ 中
割合 Ｃ高 ｄ

ａ２
中学校卒業者数に占める高等学校等進学者及び専修学校（高等課程）進学
者の割合

施策14 文化の振興
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｂ１ 日頃から文化に親しむ県民の割合
ｄ２ 県立美術館の年間入館者数及び講座の受講者数

Ｃ３ 宮崎県総合博物館の年間入館者数及び講座の受講者数 ａ
ｄ４ 県立西都原考古博物館の年間入館者数及び講座の受講者数
ｄ５ 県立芸術劇場入場・利用者数

施策15 スポーツの推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標

ｄ１ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査において平均値が全国平均以上の調
査項目の割合

Ｂ２ 運動・スポーツを週1回以上行っている県民の割合 ａ
ｃ３ 国民体育大会（国民スポーツ大会）の総合成績（都道府県）の順位
ａ４ ＳＡＬＫＯの登録者数

重点取組２ 地域と学校の連携・協働による多様な活動の充実
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ａ

地域社会との連携・協働にかかわって学校の教育活動に地域人材を活
小

ａ１ 中
用している学校の割合 Ｂ高 ｄ

ｃ２ 子どもたちが地域の行事に積極的に参加していると答えた地域住民の割合

重点取組３ 学校における働き方改革の推進
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ａ小
ａ１ 働きやすい環境づくりに取り組んでいると答えた学校の割合 中

Ｂ
高 ａ

ａ
働きやすい環境づくりについて学校での取組が進んでいると答えた教

小
ａ２ 中

職員の割合 ａ高

施策12 安全・安心な教育環境の整備・充実
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標

ａ１
子どもの安全確保のために、家庭や地域ボランティア等と行動連携を図っ
ている学校の割合

Ａ２ 避難訓練や防災研修を地域や専門家と連携して実施している学校の割合 ｂ
ａ

定期的にまたは必要に応じて危機管理マニュアルの見直しを行ってい
小

ａ３ 中
る学校の割合 ａ高

（続き）
重点取組１ いのちを大切にする教育の推進

一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ａ

道徳の授業以外で 「いのち」の尊さや大切さに関する授業（活動）、 小
ａ１ 中を行っている学校の割合

Ａ高 ａ
ｂ

「ＳＯＳの出し方に関する教育」の中で相談窓口の周知を行っている
小

ｂ２ 中
学校の割合 ｂ高

３ その他報告事項

施策11 教職員の資質向上と学校業務の改善
一次評価 二次評価推進指標及び関連指標
ｄ１ 授業が分かりやすいと答えた児童生徒の割合
ｂ２ 時間管理と健康管理を意識した仕事を行うことができている教職員の割合

ａ３
研修など自己研鑽を通して、児童生徒の満足感を高めるための授業改善を

Ｂ行っている教職員の割合
ａ

働きやすい環境づくりについて学校での取組が進んでいると答え
小

ａ４ 中
た教職員の割合 ａ高
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○ 大会への参加総数等 ２６８名（２２校）

○ 入賞等

◆郷土芸能部門 和太鼓部門

高鍋高校 明倫部（和太鼓）が優良賞を受賞（全国３位相当）

◆書道部門

宮崎西高校３年 本田有璃子さんが奨励賞（読売新聞社賞）を受賞（全国４位相当）

◆弁論部門

宮崎北高校２年 宝崎真奈さんが優秀賞４席を受賞（全国５位）

◆写真部門

宮崎西高校３年 末永菜々美さんが優秀賞を受賞（全国６位相当）

⑵ 第４７回全国高等学校総合文化祭の結果について

令和５年７月２９日～８月４日開催

高校教育課

宮崎県
高文連マスコット

ハニア

３ その他報告事項
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2023かごしま総文

大会マスコットキャラクター

かごまる

３ その他報告事項
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宮崎県高文連マスコット
ハニア

３ その他報告事項
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⑶ 令和５年度全国中学校体育大会の結果について
（四国ブロック）

スポーツ振興課

【 ベスト８以上の入賞数 】（令和２年度開催中止）

平成３０年度 令和元年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計

団体 5 1 6 3 0 3 1 0 1 0 0 0 2 1 3

個人 3 2 5 0 1 1 4 1 5 3 6 9 8 1 9

合計 8 3 11 3 1 4 5 1 6 3 6 9 10 2 12

【団体の部】

№ 競技名 種別 学校名 成績・記録等

1 サッカー 男 日章学園 準優勝（２位）

2
バスケット

ボール
女 三 股 準優勝（２位）

3 軟式野球 男 尚学館 ５位

３ その他報告事項
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【個人の部】

№ 競技名 性 部門 選手（学校名） 成績

1 陸上競技 男 １１０ｍＨ 髙城 昊紀 宮西附属 １位（日本中学新）

2 陸上競技 男 ３０００ｍ 藤井 雄大 住 吉 ２位

3 陸上競技 女 ２００ｍ 赤星 未來 檍 ２位

4 水 泳 男 ２００ｍ個人メドレー 沼田 頼人 吾 田 ２位

5 水 泳 男 ４００ｍ個人メドレー 沼田 頼人 吾 田 ２位

6 柔道 男 ５０kg級 渡辺 大翔 宮崎日大 ２位

7 柔道 男 ９０kg級 鎌田道太朗 本 郷 ３位

8 柔道 男 ９０kg超級 堂森 遥空 日章学園 ５位

9 陸上競技 男 ４００ｍリレー
古園・森岡
松山・安樂

西 ８位

３ その他報告事項
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⑷ 令和５年度全国高等学校総合体育大会の結果について

（夏季種目：北海道総体）

スポーツ振興課

【団体の部】

№ 競技名 性 学校名 成績 備考

1 ボクシング 男 日章学園 ２位 学校対抗

2 少林寺拳法 女 都城 ２位

3 テニス 男 佐土原 ３位

4 カヌー 女 宮崎商業 ３位 学校対抗

5 カヌー 男 宮崎工業 ４位 学校対抗

6 ソフトテニス 男 都城商業 ５位

7 ハンドボール 女 宮崎学園 ５位

8 柔道 男 延岡学園 ５位

9 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 小林 ６位 学校対抗

10 少林寺拳法 男 都城 ７位

11 登山 女 宮崎大宮 ８位

【 ベスト８以上の入賞数の推移 】（令和２年度開催中止）

年度 平成30年度 令和元年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

種別 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

団体 7 3 10 10 3 13 8 3 11 7 4 11 6 5 11

個人 23 11 34 23 8 31 32 20 52 34 11 45 22 22 44

合計 30 14 44 33 11 44 40 23 63 41 15 56 28 27 55

３ その他報告事項
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【個人の部】

№ 競技名 性 部門 選手名（学校） 成 績 № 競技名 性 部門 選手名（学校） 成 績

1 テニス 男 シングルス 大岐 優斗 佐土原 １位 23 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ７３ｋｇ級トータル 園田 冴王 小林秀峰 ４位

2 ボクシング 男 フライ級 圖師 安蓮 日章学園 １位 24 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ４９ｋｇ級ジャーク 押領司 弥岬 小林 ４位

3 ボクシング 男 ライトウェルター級 吉住 将丈 日章学園 １位 25 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ４９ｋｇ級トータル 押領司 弥岬 小林 ４位

4 カヌー 女 WK-2（５００ｍ） 村橋・鳥原 宮崎商業 １位 26 陸上競技 男 八種競技 三森 咲大朗 宮崎工業 ４位

5 カヌー 女 WK-4（５００ｍ） 村橋・鳥原・若松・夏井 宮崎商業 １位 27 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ４９ｋｇ級トータル 鎌田 夏菜 宮崎海洋 ５位

6 カヌー 男 C-２（５００ｍ） 亀長・西 宮崎工業 １位 28 レスリング 男 ６５ｋｇ級 鶴 大和 都城西 ５位

7 カヌー 男 C-4（５００ｍ） 西・川越・亀長・小牟田 宮崎工業 １位 29 レスリング 男 １２５ｋｇ級 岩澤 泰紀 宮崎工業 ５位

8 テニス 男 シングルス 宮里 琉星 佐土原 ２位 30 レスリング 女 ６８ｋｇ級 加藤 心春 宮崎日大 ５位

9 テニス 男 ダブルス 大岐・浅田 佐土原 ２位 31 レスリング 女 ７４ｋｇ級 萩原 彩翔 宮崎農業 ５位

10 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ５５ｋｇ級スナッチ 小野 舞花 小林 ２位 32 柔道 女 ７８ｋｇ超級 白阪 光 宮崎日大 ５位

11 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ５５ｋｇ級ジャーク 小野 舞花 小林 ２位 33 剣道 男 個人 生田 佳次郎 宮崎日大 ５位

12 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ５５ｋｇ級トータル 小野 舞花 小林 ２位 34 剣道 女 個人 星野 愛羽 宮崎日大 ５位

13 弓道 男 個人 若松 聖高 延岡学園 ２位 35 ボクシング 男 ピン級 村上 一成 日章学園 ５位

14 カヌー 女 WK-2（２００ｍ） 村橋・鳥原 宮崎商業 ２位 36 ボクシング 男 ライトフライ級 波多野 陽 日章学園 ５位

15 カヌー 女 WK-4（２００ｍ） 村橋・鳥原・若松・夏井 宮崎商業 ２位 37 陸上競技 女 ４００ｍH 原田 エミリー 宮崎南 ５位

16 カヌー 男 C-4（２００ｍ） 西・川越・亀長・小牟田 宮崎工業 ２位 38 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ４９ｋｇ級スナッチ 押領司 弥岬 小林 ６位

17 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ７３ｋｇ級スナッチ 園田 冴王 小林秀峰 ３位 39 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ４９ｋｇ級ジャーク 鎌田 夏菜 宮崎海洋 ６位

18 レスリング 女 ５０ｋｇ級 山下 陽子 宮崎農業 ３位 40 カヌー 女 WK-1（２００ｍ） 川野 円子 宮崎大宮 ６位

19
バドミント

ン
女 ダブルス 武末・牧野 日章学園 ３位 41 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 女 ４９ｋｇ級スナッチ 鎌田 夏菜 宮崎海洋 ７位

20 カヌー 男 C-2（２００ｍ） 亀長・西 宮崎工業 ３位 42 フェンシング 男 エペ 髙野 皓太 宮崎南 ７位

21 カヌー 女 WK-1（５００ｍ） 川野 円子 宮崎大宮 ３位 43 陸上競技 男 ハンマー投 兒玉 嵩真 宮崎工業 ７位

22 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ７３ｋｇ級ジャーク 園田 冴王 小林秀峰 ４位 44 カヌー 男 C-1（２００ｍ） 宇田津 蓮 宮崎大宮 ７位

３ その他報告事項
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